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講座番号 1【一般、11月 30日 (土)実施】

講師 城ヶ崎 寛 先生 〔高校30回生〕
ハーベイナッシュ グループ 日本支店 ビジネスディベロップメントディレクター

題 目 実際のグローバルな仕事環境

ツ″ル埒観I譜ι凛綴歌ゝ
今、日本の lT業界に足りないものは、「客が
いうことでした。また、日本人と外国人との
も現実問題としてあげられました。 日本では
:花形として優秀な人材が多く IT業界に進む

向上によりIT業界に進む人材もかなり優秀に
は、給料が日本人よりかなり安くて済むとい

呆夫|:鱗ぞ套仝筐rを :ちぞζ逼讐早減属ワ
本ではコストパフォーマンスでは勝てないの
」ヽということでした。
ら、こちら側が雇う側に立ち、優秀な人材を
を遂げる、という事だと僕は思いました。
どまらずグローバルな目で世界を見つめるJ
今はどんどん世界のグローバル化が進む中、
もヽ変わるのではないかと僕は思いました。

【文責 A組 田中晃生】

が必要になる可能性も大きくなり、英語を:
た。そのため、普段の生活から出来るだけ,
るだけ身につけたいと思う。そして、いろヽ
やりたいと思つたことが出来る仕事につけ |

ら興味を持つたことや気になることを見つ|

僕は将来、弁護士になってお金をためて,
ローバル化も重要な要素だと思つたので、 (

後の事業で大切になつてくるのは、マーケ:
ました。やはり、何か成功するには、突飛′
ないかと思つていましたが、顧客あつての

`際の参考になればよいと思いました。また、
希望の大学だけでなく、人脈の厚さなどを2
バイスをいただいたので東大一本と決めてt
思いました。僕は最初に述べたように弁護[
外でも活躍できるように今日のお話を参考に
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日本の社会は中小企業が支えていて、今、日本の中小企業に欠けているのはマークテ
ィングだそうだ。先生はそのマーケティングを手伝 う中小企業診断士という仕事をなさ
っていた時期があつた。その後、先生は博士後期課程に社会人学生として入学されてい
る。なぜ、社会人学生として入学したかというと 国際レベソレの活動で認められるため
には ドクターが必要不可欠だからだそうだ。先生がグローバルな仕事環境で大変だった
ことは、 日常会話での英語と、仕事で使う英語の違いだそうだ。仕事で使 う英語はわか
つても、日常会話で使われる英語はわからないということがあるみたいだ。日常会話で
とは、 日常会話での英語と、仕事で使う英語の違いだそうだ。仕事で使 う英語はわか
ても、日常会話で使われる英語はわからないということがあるみたいだ。日常会話で
われる英語の重要性に改めて気づけた。
先生の職業である営業という職業に、僕は関心を持つていて、先生が、営業には文系
使われる英語の重要性に改めて気づけた。
先生の職業である営業という職業に、先生の職業である営業という職業に、僕は関心を持つていて、先生が、営業には文系
理系もあまり関係がないとおっしゃっていたので 自分の好きなほうを選ぼうと思つも理系もあまり関係がな
た。自分の進む進路が見た。

●ツ
^ 
ン ,カ レ ″‐ ^●  `_イ‐ ン レ  V ン ヽ V ′‐ ●́   ヽ  ロ ン′V´ メ, C′ よ ``ノ `人

菫

の進む進路が見えた気がしたのでこの講座を受けてとてもよかつた。
【文責 D組 楠本賢亮】
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講座番号 2【一般、10月 5日 (土)実施】

言競自市 浦部 大策 先生 〔高校 24回生〕
聖マリア病院 国際事業部 部長

題 日 国際協力、異文化交流

が良いと考えられているが、それがすべての
ことにここまで日本人は何も知らないのかと
アなど、日本にはない病気があるのは知って
治るし、金と人員が足りないだけだと思って
いるとは思いもよらなかつた。人が死んだり

ξミ追ぢじ漂ξ管1を意ち危F農鳥あ,ま5尊
習得するのに対し、英語のテレビ番組などで

よ採畠房鷹蕉管輌彎ξ3を教え?鷲備え:査
【文責 C組 姉川盤音】

菫雀奪笙ぁ奪黒百奨姜屁こ負某じ
=ち

Frf

ら脅會た建スた

`ス

:F裟再讐2誓悴?誘菅
できず恥をかいたそうだ。 日本人は現地に行

自分の中での当たり前が通用しない世界が、
自分がどれはど恵まれた世界にいるかとい
動する機会があったら、先生がおつしゃった

正直なところ、僕は職業選択という段階 :
している状態、すなわち何故働くのか、他ノ
の世界に影響を及ぼしたところで、100年 4
死ぬまで楽しいことをして過ごせばそれで薪
うことに決着をつけることができていない光
験のお話を聞いても、僕にはその問題解決σ
であることもあり、医学には興味があり、 t
を目指そうかと思つていて、また、JICAな
僕の医者としてのキャリアを考える上での通

‐4‐



講座番号 3【企業、11月 30日 (土)実施】

講lF 西山 良輔 先生 〔高校 30回生〕
JFEエ ンジニアリング株式会社 監査室長

題 日 会社って何だろう?

社の存在意義や立ち位置、社会や会社や個人
西山良輔先生は長く企業に勤めておられ、原
を経験なされているので、先生の体験を交え
きました。会社とは、様々な関係者と良い関
る様々な人々や組織が長く在り続けることが
の変化によって変化し、初めはより豊かな社
より安心な社会を目指し、今は永続する社会
の対応や再生可能エネルギーの開発などが今
観と合っているかが、会社を選ぶ際に大切で
か、それらをふまえて自分の進路を考えてい

【文責 C組 松永拓己】

とで文系志望の僕としては興味を持って聞く

リングは製鉄の企業が元になつているが世界
いるそうだ。講座の冒頭で会社を社会の中に
と社会とのかかわりの多さに驚いた。それら
とで会社が成り立っているという先生の話が
らの「かかわりJを よい状態に維持しつつも
姜ければならないという。
けたそうだがこれからの企業には「社会への
も必要なんだろうと思つた。

西山先生の講義を受けて何より印象的だ
が独特だつたこと。カロえて、他の先生より
とても面白かつたということだ。 (体育祭で
危ないパフォーマンスは僕も是非見てみたえ
講座の本題についてだが、こちらは結論 ,
はっきりとしたイメージが湧かずにいた。 ,
も、例えば高校などにいろんな校風・|・ ある

`

堅い感じというわけではないし、プラック
`いうことが分かつた。自分の中で選択肢が一

ただ、共通して言えるのはどこも利益を,
これは会社という在り方を維持するには避 |
めるJFEエンジエアリングは名前をFHlい ,
ないが、講義の中で、高度な技術を用いたィ
今回の進路講座の選択は、何か 1つの分

'と決めていたが、やはり自分の知らない世界
つくづく自分が無知であり、将来が可能性に
西山良輔先生、興味深い講座をありがとう
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講座番号 4【企業、10月 5日 (土)実施】

講師 恒之 先生 〔高校 30回生〕
先端技術総合研究所 企画部 担当部長潔
叩

題 日 産業を拓く科学技術

ま斃鵠52鵞葦ふ銭[著み器《l攣ぞ鷺電考V:ち1摩融 雀紹襲慟鑑脇
業を選択したい。
私に欠けているものは客観性だ。思い込みが強く、狭い視野で物事を見てしまう。自
分の好きなことには努力するが、興味のないことは振り向かない。勢い、効率を追い求
めてしまう。このままでは未知の可能性が埋もれてしまう。まして、must,MH,canを 充
実させることなどできない。
私は今回の授業を契機に次のことを心がけたい。多角的な視野を持つこと。何にでも
興味を持って取り組むこと。粘り強く努力し続けること。これらを身につけるために
毎日新間を精読することや、広い読書などを実践したい。
自分を成長させて、自分を生かせる仕事に巡りあえるよう、 日々努力したい。

【文責 A組 岡田怜子】
「40歳まではフラフラしてても大丈夫。」芳賀先生のその言葉に、私は大きな衝撃を
受けました。幼い頃からこれと言つた夢を持つたことがなく、理系に進みたいというこ
と以外は全く将来のことを考えていなかつた私。そんな私も、近頃は「早く行きたい大
学とやりたい仕事を考えなければ…。」と焦り始めていました。そのため、今日のこの講
座は進路決定の参考にとなつたと同時に、私にとつて大きな励みとなりました。また、
今まではいい大学に入りたいから勉強をしていましたが、それは正しいとは言えないと
いうことに気づけました。大学はゴールではなく、1つの手段である、と。999回の失
敗と見逃しそうなほど小さな 1回の成功―何度挫折しても、必ず将来何かにつながると
信じて努力することが大切。「自分は何のために勉強しているのか。」なんて愚間ですね。
今のうちにできる限り可能性を広げ、20年間たくさん悩み、10000時間継続できること
を探して行きたいです。

【文責 A組 米津亜紀】
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|ぉ号9曹雰8逢誤

`こ

そ雰撃」す)と FI、原た;よk燿奨彎脊まとふF場を

`は

全芳[
|めのひとつのアイディアが、提示された。中でも自分は、いかに自分の進むべき道 (も
っと単純にいうなら「分野Jだろうか)を決定するか、ということについてまとめる。
芳賀先生曰く、「ある分野がその人に適したものであるかどうかを判断する上で、基準
が必要である。その基準となるのが、must,win,canの 三要素だ。」わかりやすく言い
換えるなら、mustが使命感、winが願望、canが能力といったところか。この三要素が
そろつて、人間は初めて最高の成果が挙げられるというのだ。確力,こ、能力の不足やモ
チベーションの低下 (願望の欠如)のなかで、いい仕事ができるとは思えない。
しかし、使命感が必要というのは、自分にはいささか意外だつた。好きな仕事をやつて
いて、能力もあるのに、成果があがらないなんでありえるのだろうか。実のところ、こ
れも大いにあるらしい。たとえば誰も自分の仕事を賞賛してくれない状況の中では使命
感を保つことが難しい。そしてこれが、モチベーションの低下に、さらにはパフォーマ
ンスの低下に繋がるのだ。

そ完悪蒔子縫忙EE手支さ粉選|'I装鍵真
べてを十分に満たす仕事を探すのは難しい。
:ろ mustで ある。 さきにも、暗に示したが

W旨ぉ″癬謡]蜜E蔵電ネ2ヒ ?リセる。ある輛に、輸感を持つということことであり、ひとは自分が価値を感じるもの
を愛する。そして、好きになつたものには時間をかけるのを惜しまないから、必然的に
技能も向上する。確かに。
これを自分に関して当てはめると、やつぱり自分は理系だと思えた。それがわかった
だけでも、芳賀先生の話はためになつた。

【文責 D組 麻生豊大】

「可能性と日標 J
今回の講座で先生は、「若いうちはなるべく可能性を広げておくことが大切だJと仰つ
ていた。僕は将来就きたい職業が無く、早く決めなければと焦っていたが、これを聞い
て、その必要はないと安心した。むしろ、ここで将来の職業を無理に決めてしまうと「可
能性を狭める」ことになるかもしれない。とは言え、漠然とした日標程度なら当然持つ
ていた方が良いので、このままではいけないとも思う。今回の講座では、職業の選択基
準やキャリアとは何かについて一般化してお話しいただいたおかげで、将来について今
までより具体的にリアリティを持って考えることが出来た。自分がやらなければならな
いこと、やりたいこと、できること。この :

また、「定義された戦いに勝つだけでなく、

製屋を行き脅だき5亀参梁ギ査盗
だがヽ実イ
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講座番号 5【環境、10月 5日 (上)実施】

講師 吉田 健治 先生 〔高校 30回生〕
熊谷組 土木事業部 土木設計部PC 再生エネルギーグループ部長

題 H ダム 原発・風力発電 ―工学への招待

僕‐ょ、姉やヽ東京̈崚榊̈
なしヽ津波餃

「技術者の工夫」
「工学への招待Jと いう講義名から専門的で難しい話なのかと思つていたが、スライ ド
を使いながら具体的でわかりやすく説明していただいて、興味を持ちながら聞けた。そ
の中でも僕が面白いと感じたのは飛行機のエンジンについての話だつた。飛行機のエン
ジンは全部が故障しない限り墜落しないらしい。 しかし、一つでもトラブツレを障じると
緊急着陸する決まりがある。安全面を考えると、エンジンは多い方がいいが、その分一
つのエンジンが トラブルを起こす確率も増え、コストもかかる。よってエンジンは双発、
三発、四発の種類があるが、日本では双発が主流である。技術者はこういう多くの面を
考えなければならず、技術者のジレンマを感じた。だが、この講義を受けて普段ニュー
スであつている環境F・5題にもより関心が持てるようにもなり、貴重な体験だった。

【文責 A組 萩野貴明】

この講座では、最近話題のダムや原発なと
はほんの少し興味があったのでこの講座を通
卜を使い建て替えの難しい病院を半分ずつ月
ときに、総額 600億円、 50年以上もかし
た。原発については日本と海外の違いなど、
て非常に大きな経験となつた。吉田先生は信
きやすかつた。
今回の講座のおかげで、少しは土木に詳 L
ついて考える事ができて、なにより11月 1
分も先生のようにやりがいのある仕事に就け

-8‐



原子力発電を使用しない方がいいという風潮は当然の如くあるが、いくら新エネルギ
ーの開発を目論んだところでそれを補うことはおそらく不可能だろうと思う。「嫌なら近
くに住むな」という訳にも、法律上、道徳上できないが、今回の話のように (すべての
事象に言えることだが)技術者が検討を重ねても絶対的な安全は存在せず、事故、それ
以上のもはや天災レベルのことは起こりえるのだからそれは必要犠牲だと割り切る必要

ぽ蓬そを2[倦 :そ ,継嬬雇肇Fス電讀岩奈募9馨曹理雰P異若議ぶ董募せ?ξえ,季
るかわからないのだから、危険と隣り合わせということに関しては、差異は無いような
気がしたし、原発事故は人災ではあるが、天災でもあると言うことを意識すべきだろう
なと思つた。

作り量浮饉シ象鬱協 灘 奄、当讐薪ぜ髭t縮2昇島(I訪だ鴇 栄易乱(ふ重電ξ賣誇た
はコンクリのダムより砂を活かしたダムの方が自然らしさが感じられて好きなので、そ
んなダムがもつと増えてはしい。

1文責 E組 山本尚志】
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講座番号 6【環境、11月 30日 (土)実施I

講師 古賀 雅之 先生 〔高校25回生〕
コヨウ株式会社 取締役 会長

題 日 環境問題への取り組み

う取 り組みが、興味深く聞けました。たとえ
上事業についてでは、ヘ ドロが少なくなつて

Rミ総 Rべ|メ君t場L魔為
ギープラン トが不要であるのと、自然にいる
した。フルボ酸についての話は少 し難 しかつ
した。 さらに、様々な過酷な条件でも芽胞を
,も驚きました。
0こ とを学べました。元々このようなことに
籍しかったです。このような仕事もあるんだ
が増えた気がします。ありがとうございまし

【文責 D組 孫忠源】

らりませんでしたが、先生の講座を受けて、
たした。また、先生の話の中で出てきた、有
裁少しているという話にはとても衝撃を受け

雲まつていてアサリなどの貝が住めなくなっ
ま、工場や家庭などからの排水ではなく、農
にヽするためには、農業で使う肥料などを改

善することが大切だと思いました。そのために先生がフルボ酸を使った研究をなさって、
ヘ ドロを除去することができたという話が

`境を守ることに繋がるんだと思いました。
先生は他にもエコバイオブロックなどを,
しくみを作るためには、普段使つているもσ

要なのだと分かり、その難しさを知ることカ
聞けて貴重な体験になりました。ありがとう

近年の環境汚染は深刻である。これは発層
展途上国には環境保護にあまり資金を割きス
金を必要とする科学的浄化が行われずに環歩
るかもしれないのが古賀先生の開発されたパ

納豆菌を開じ込めたコンクリー トブロックσ
ため、バイオプロックを汚水に浸けておけに
これは比較的安価なため発展途上国も利用 t
性が実験により認められ、河川の浄化のた〆
国外だけでなく日本でも注目されている。イ
が深刻化していたが、バイオブロックは実彫
クの欠点は重金属の汚染が浄化できないこと
開発を始められたそうだ。このような姿勢そ

‐10‐



講座を聞く前には、事前資料を読んでも内容がよく分からず、あまり興味がわかなか
つたが話を聞いて見て、川の汚染を置くだけで浄化するブロックという発想がとても面
白いと思つた。中でも、実家のコンクリー トの事業をついでにここまで発展させるとい
うことは大変難しいことだろうと思う。印象的だつたのは、技術面の話をとても楽しそ
うにお話なさつていたことだった。納豆菌が浄化するということを見つけるのはとても
大変だったそうで、生物学的なことを勉強しなければならなかったらしい。経営のこと
も印象的だつた。特に発展途上国に売れているそうだが、年末には、予算の余つた自治
体が買うらしい。リーマンショックの時がきつかつたというのは理解できたが、民主党
政権でもきつかつたというのは意外だつた。
また、このような事業をして海外に売り込むには英語が必要であるので、英語の重要
さを再認識した。インドや中国などは、これからも重要な市場であり、日本製品を海外
にこれからも売り込むことは途上国の技術革新によつて難しくなつてているが、やはり
日本の生きる道ではないかと思つた。
プロックについては、コンクリー トの空気を多く含むという特性を生かして、コンパ
クトで比較的安くできるというのが魅力的だと思つた。金属を浄化できないという欠点
も改善する努力をしているということで、現状で満足しようとしない精神を見習いたい
と思つた。

【文責 E組 空閑諒太】
|

‐
11‐



講座番号 7【司法、10月 5日 (■)実施】

講師 炉
∽
―幸 先生 〔高校30回生,
シンプレクス コンサルティング 企業内弁護士

題 日 法律家の仕事とその将来性

1載:量[看88Fセ金霙柔看力にはる[量を
選急場な奪い警斉塚3醸F考多″在翁義憲

とを、聞接金融という。そして、企業が証拿基注を追む窯欝磐練ぜ窯芳年亨!ウ :争 :

:i:[:i]:::tili23霧iliffます昏fiF歩曽首11)点1夕|;ど自として、上位のロースクーノИ綸つたほうぎゎ娑
らし,、 そのような話があるので、今

からでも司法の勉強をしても早くはないと月
【文責 B組 友松雅人】

な諄曹港9霜をは :Fふ百楊峯型k開 藩曇慮ギ冬聡 墜饂 ビ蓄ぞ響纏漂さ:享義
る城戸さんのそれまでの経歴の話だつた。勉強をせず、ビリにいた人でも世間で活躍し
ているなんて、改めて附設の底力を知った気がする。ただ、高校卒業後苦労した上での
話なので、やはり高校時代の勉強をおろそかにしないよう肝に銘じておこうと思う。ま
た、弁護士になる大きなリスクと苦労をFHlく と、これまで僕が描いていた像とはかなり
異なっていて、改めて並みの努力では城戸え
い仕事にはつけないと思わされた。まだ、|
士になるにしてもほかの職業を目指すにし

~

のが必須条件なので、より難関の大学に行く

”
え
●
　
１
●

馘
十
実
の
生
，
し

そ
の
”
来
′

●
オ
　
一
〓

ｔ
ｔ
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講座番号 81司法、11月 30日 (上)実施】

言肯富市 成瀬 裕 先生 [高校22回生]
成瀬法律事務所 弁護士

題 目 法律家の役割 法曹養成制度

禁ぜ丹晨響豪あ2事淫響撞走星島杏釜皇Ft
りがあるもので、少し恐ろしいものでもある

1碁警紀ぜ干おおな禁Fζ奮雀お知禁越ふ:
できた。答えが出ることはないので、一生考

i:き,:]:言][::こF:::i3言
【文責 A組 日中杏佳】

,そのなかで、責任を押し付けられた人がリ
ーダーとなり、みんなを引つ張っていくという、学校でいう班長決めのようなものが大
人の世界でもあるらしい。だから、 ドラマのように仲がいいなんてケースはあまり聞か

|

ないそうえ

民主主義‐事実を元に、それぞれが自由に|

いも間違いもない。だからこそ法律家がす・
を守るとは、考える材料となる正しい事実′
くことである。本当の意味で、国の形を法イ
わつた。

■
i■

`■|,i

llli
'i′
｀
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講座番号 9【行政、11月 30日 (土)実施】

講師 井上 卓 先生 〔高校 30回生〕
東京都産業労働局担当部長 東京観光財団 常務理事 総務部長兼観光事業部長

題 日 公務員、それはX年後を展望した総合サービス業

東京大学文科―類に合格された先輩ということもあり、ある意味一番興味のあった講
座でしたが、とても有意義な時間が過ごせました。
井上先生は、東京という一国にも比肩する経済力を持つ都市の運営に携わり、数多く
のポストを経験してきたそうで、経験談は楽しくて勉強になるものばかりでした。その
中で先生が繰り返し強調されていたのは、英語の重要性でした。というのも、 2020
年のオリンピック開催地が東京に決定したことで、英語を使う機会がこれまで以上に増
えたそうなのです。先生は英語をもつと勉強しておけば良かったと後悔されていました
が、東京大学に受かつた先生でさえ、英語力の不足を感じているという事実に驚きまし
た。
先生は講座の最後に、時代の流れを見極めて、やりがいのある仕事を見つけてくださ
い、とおつしゃいました。私は楽しそうに話される先生を見て、自分もやりがいを持て
る仕事に就きたいと思いました。
井上先生、貴重な体験ができました、ありがとうございました。

【文責 A組 柴田治樹】

て難 t午嘗メ継 11:じち般 叢

=蘊
属秀

=雲

ミルを会キ史嵩と含嘗急跡治
同じ状態がずつと続くというわけではなく常に進化している。現在の日本では今後の少
子高齢化の進行が危l■される。そのような時代の変化を読み取つて未来を予測し、全体
のビジョンをしつかり持ちつつ今やるべきことをきちんとこなす。これが自分が実現し
たいことに向かつて実際に行動する際に一番大切なことである。そしてそれは人に対し
てサービスを提供する時にその質をより良くする為にも不可欠であると教わつた。また
職業選択において、組織の影響力を活用する方法、つまり企業などに就職する方法と、
個人の力で切り拓く方法がある。そのどちらを取るにしても職業人として自分を活かす
には、実現したいことを熟考し、自分なりのビジョン こだわりをしつかりと持ち続け
ることが大切であると先生はおっしゃった。先生に教わったことを意識しながら日標に
向かつて頑張つて行こうと思つた。

【文責 B組 野田真聖】

‐14-



井上先生のお話を聞いて、公務員の重要さを改めて感じました。まず、井上先生が仰
ったことは公務員の概要でした。公務員とは、人生の全ての局面において国民の幸福の
ための公平なサービスを提供する職業である。しかし、人が変わればサービスも変わる
ので、その人々の要求に柔軟に応じたサービスを作らなければならない、と。次に「三
間」を考えることが大切だと述べられまし

た方こF」そ果あ i尻る書房は霞ワふ分辱?こと。つまり、同じ公務員でも、国や県、1
いつ、どこで、誰に対して行うのかを熟考するものだ、と。最後に、公務員はX年後を
見る職業であると強調されました。未来は不確定なものであるから、予想することが難
しいのは当然のこと。それでも、例えばカロ速する少子高齢化などの将来起こりそうな問
題に対して、適切な対策を取つていかなければならない。以上のようなことを井上先生
はお話になられました。
この講義を受けて、今まで何となくばんやりとしていた公務員のイメージが一変しま
した。以前は単調そうな仕事だと思つていましたが、かなり大変だと気付かされました。
人や時の流れを感じ取り、提供するサービスを変化させていくのは並大抵ではないでし
ょう。そういつたことから 大変誇りに思える職業だと思いました。そのような方々の
おかげで今日の日本があると思うと、感謝の気持ちでいっぱいです。井上先生、勉強に
なるお話ありがとうございました。

(文責 B組 樋口慶祐】

ぃ:皐菫壱Tせた警広ft霧 :こ曇与だ広翁貫£翁誌曇蒋彎輩塀蒼:古そ秀羅菫:讐彗冤
|

いと思います。公務員に求められるサービスとは、「法の下の平等」を実現するため、ゆ
りかごから墓場まで人生のあらゆる局面において国民の幸福のために「公平なJサービ
スなのだそうです。これを実現するために念頭に置いておかなければいけないのが、三
間の精神です。三間とは、時間、空間、人間の二つの間のことです。これらは、公務員
のサービスだけでなく他の仕事にも共通して言えることであり、職業選択時にも考えな
ければならないことなのです。それに加えて、公務員は 20年後の少子高齢化が進んだ
未来を見通したサービスを提供するのも重要な仕事だそうです。
この講義を通して、時代の流れを読んで (時間)、 仕事での活動範囲を考え(空間)、 自
分に向いている、自分がやりたい仕事をする(人間)、 この二つをじつくり考えて自分の
人生をかけても悔いのない仕事をする。これが、最もいい職業選択なのでは、と私は思
いました。私たちの職業選択での大きなヒントを下さつた井上先生には、感謝したいと
思います。

【文責 D組 高木爽太郎〕

‐15‐



講座番号 10【行政、10月 5日 (土)実施】

言毒富市 大鶴  知之 先生 〔高校 31回生〕
厚生労働省 年金局 国際年金課 課長

題 目 行政の果たす役割について

で、今回の進路講座で最も興味を引かれたも
を聞く機会は何度かあったが、異動の話を詳
国会の会期と関係しているため 7月 から 9月
手した。
金なのは知っていたが、それが国際的には珍
期間などが国によって違うためそれを調整す

:う と思う。
【文責 B組 古川敦大】

ι見FX夏2貸屋葉臭彗〔醤罵ち蕗素慧房こ
こ尽力されていました。また、国家公務員は

私は年金を「大人の話題」と思い、気に止ど
には加入しなければならないと知り、初めて
金という巨大事業」というくだりがあつた。
ンは普及していなかった。その中で、紙のジ
ると、確かに年金行政の規模に圧倒される。
をして下さり、将来の参考になつた。安部者
輩の雄姿はとても励みになる。本当にあリガ

現在の国会の状況は福島原発の件おいて 1
めている場合が多い。年金に関しても「今|
のことも保証されています。Jな どと言われ
に困つた時には日本の借金も増えて支払ええ
れるがままに従うのではなく、自分で考え、1

テレビや雑誌などの情報を鵜呑みしないで、
たら、色々とわかるはずだ。行政や組織にフ
ればならない。たったひとつの失敗で人生カ
ねで大きな事業に発展する可能性だつてあて
てから選ぶのが大切だと思った。

16-



講座番号 111教育 研究 10月 5日 (■)実施】
講師 御船 弘治 先生 皓校24回生]
久留米大学医学部動物実験センター lL教授 獣医師

題 日 人間社会における動物実験の役割 ―医学研究にて活躍する実験動物達―

舌を聞きました。先生は講義の際に必ず 「動
れゝているそうです。その結果は、動物が犠
ことだという意見が大多数でした。自分もそ
ガでフクチンや抗生物質が開発されたり、化
何より日本人の平均寿命を大幅に増やした
現在みんなの飼っているペットが実験に使
貪りました。もし自分の家の大や鶏、亀たち
貝だが仕方がないJでは済まされませんね。
:い う矛盾。ただ、僕はこの世界は矛盾に溢
tつ ています。
ニッショナルの自信Jを研究者の原則の 1つ

に抱え、今日も動物実験をされていらつしゃることと思います。本当に尊敬しています。
【文責 A組 森海之助】

日常生活に関与する動物実験としては、薬の安全性の確認、ワクチン 抗生物質の開
発や臓器移植 再生医療の研究などがあるが、それらの動物はすべて人間の代理である
という。つまり、実験動物は人体実験が起こることのないように行われているものなの
だ。旧ナチスではそのような実験が行われていたそうだが、現代社会でそのようなこと
は絶対に行われてはいけないと思う。動物実験では主に人工的に生み出されたマウスが
使われるという。特に兄弟交配や親子交配によって生まれる子供は近交退化減少が起こ

うタテク1空タダ動赫修欝許ばピを驚膚鍵り
ヽ実験結果に差が出ないという。また、 ト
1遺伝子の働きを調べることができるという。

人間の生活で動物実験の恩恵によるものは多くを占めているので、動物実験を批判する
ことは現代の日常を否定することになると僕は思う。

【文責 C組 工藤愛透翔 I

「御船弘治先生の話を聞いて」
先生は最初に動物実験において動物が犠牲になるのはかわいそうか、またはやむを得
ないことか、と質問を投げかけた。私はやと
必要不可欠な犠牲だと思つたからだ。先生に
実験に使われるとしても同じことが言えるカ
やむを得ないということはできない。だとし
にたつて考えずに出した偽善的な考えだった
話を聞き終えた後でも私の考えは変わつて0
あり、動物実験なしでは我々の生活は成りヽ
の講座で私たちの生活は気が付かないうちに
ているのではないかという思いを抱いた。こ
えてくれているものすべてに感謝しながら毎

‐17‐



動物実験に関して動物を殺すのは可哀想と思う人が多い。特に、もしそれが自分のペ

ットだつたらと考えるとついつい動物実験は良くないと考えてしまう。しかし話を聞い
てみれば、御船先生は動物を助ける為に獣医師になり動物実験をしていると言う。最初
は先生も動物を殺すのは辛かつたが、今では克服し、極力動物を殺さないように、動物
自身が死ぬ時に辛くないようにしようと努力していると言う。なのに僕らが安易に可哀
想だから動物実験は良くないと言うのは間違つていると思つた。
また、進路の話では「大学に行く前に進路を決めるのではなく、大学で良い先生や友
人に会い、それから考え直すのも良いのではJと アドバイスを貰つた。それならば、将
来の事を考えてじっとしているのではなく、今やらなければならないこと、今しかでき
ないこと、今やりたいことを取り敢えずはやろうと思つた。

【文責 C組 藤本悠斗】

:遷
|マ
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講座番号 12【教育 研究、11月 30日 (土)実施I
講師 日中 永一郎 先生 (高校24回生〕
久留米大学医学部生理学講座 Л脳 神経機能部門 教授

題 日 医療、医学、基礎科学

ことが出来たので大変ためになりました。大
つたことや、医学部での仕事内容や医師にな
気に残ったのは、研究医についての話題です。
なく思い込んでいたので、大学で研究をしな
析しく印象に残りました。研究職に就くとい
いは微妙ですが、 2限 目の講師の方が 「良い
問いて研究にも少し興味を持ちました。また
児実味を増し、また積極的に考えるようにな
事1と 突つ込んだお話までして頂けたので楽し

くさん聞けました。医師になるという自分の
,て本当に良かつたです。

【文責 A組 末次雅保】

う事は具体的にはどのようなものかという事
うヽ事を聞いた。僕は特に研究者とは常識や
終する目や客観的に物事を見る目を持たなけ
ヒ先生のおつしゃっていた人づきあいにおい
でなく内在する理性で認識しなければならな
寺つていく中で重要なものを教えてくれた。
息者さんを治療することが一番やりがいを感
5こ との楽しさを知ることができたので、そ

つちもやつたみたいと思うようになつた。この進路講座で自分の未来の視野を広げるこ
とができたのでとても良い経験になつたなと思つた。

【文責 B組 川口晋】

日中先生の講義を聞き、あまリイメージのできていない大学のことが、具体的によく
分かりました。今 通つている高校とは大きく異なり、興味深く感じました。中でも大
学の講座制と、研究から論文の発表までの手順に関しては初めて知り、特に印象に残り
ました。講座常1と は、教授、准教授、講師、
で内部昇進などの移り変わりがあると知つ′
について、特に教授という職業に対するイラ
は生徒への授業の間に、時に百以上の文献 Z
繰り返し、論文を作成する。そして、その罰
ような流れは、将来研究の道に進みたいと規
でした。最後になりますが、ご多忙の中、オ
リがとうございました。
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日中永―郎先生の講座は大学がどんな処かの説明から始まり、実験について、医学部
について、科学者の本質を教えて下さり、いろいろ参考になりました。大学はどんな処
かの説明では大学の起源などを知り大学で

書儀漂FZ翁見itT雀 奮ιil[ち 辱崖段については医学部そのものと医学部での教'
ら学ぶべきことはたくさんありますが、僕にとって印象に残ったのは後半の話でした。

:::5倉:i暴轟:鼈 滸義萎鍵拷薄奮iキさ昴夕、し
ヽらが思いついていなかつたので強い衝撃を

受けました。この講座で学んだことを自分の進路を考える材料とし、後悔しない道を選
びたいです.

I文責 E組 柴日哲治】

１

・

」
Ｆ

Ｅ

Ｆ
ｒ

ｒ
Ｌ

ｒ
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講座番号 13【医療 生命科学、10月 5日 (土)実施】
言毒信市 伊藤 裕司 先生 (高校24回生〕
純真学国大学保健医療学部医療工学科 特任教授

題 目 病理医 ?料理医 ?

電言!詈長雪草!橿詈膚[i亘肯藤奨菫iを骨iま,措を搭奮信[曇だ誓[鵞言言貫詈
際には、臨床医学の面も多く持っているそうです。病理医は、その名の通り病理診断と
いう診断を行います。この診断は、患者の体の一部 (標本)を顕微鏡で観察して診断しま

:変ζ謝譴      喜貶籍揚予躇各鰐議[
の理由で病理医は激減しています。 しかし、近年病理医自身が患者と会ったり、一般病
棟に病理科ができたりと、病理も発展しているそうです。
この講座では、 日本での認知度は低いながらも陰ながら私たちと深く関わつていた病
理についてよく知ることができました。このことは、将来医学部に行つて医者になろう
と思つている生徒にひとつのヒントを下さつたと思います。とても興味深い講義をして
くださつた伊藤先生に感謝したいと思いまう。

1文責 D組 高木爽太郎】

自分が最初に病理に触れたのは中 2の社笙
た子宮をスライスし、顕微鏡で癌細胞を見ス
の中でたつたの 2千人しか病理がいないなど
医師があまり病理に行きたがらないとあ

`う。それは減少している小児・産婦人科も
「しかし、医師という仕事はとてもハー ドオ

え、カルテ記入などのデスクワークもこな t
きない。 |ヽや、だからこそ、誇れるのかもし
また、先生のおっしゃった医師は看護師と
行わなければならないという言葉は、全て¢
なく、同じ “人"と して対等に接し、協力 L
の要点なのではないだろうか。
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講座番号 14【医療 生命科学、口月30日 (土)実施】
講師 本田 順― 先生 〔高校24回生〕
聖マリア病院 医療の質管理本部 本部長

題 日 それでも医師になりますか ?

鰤 愧 文
越翻剛η塾詈ヒ?ボ[Ti

』i纂誓i:き』:〔1を,E:与:2E
き、少々立ち入つた話も聞くことができ面白

ならないほうがよいのではないか、そして―

るべきではないか、という言葉は今まで.tア
鮮でした。医師は患者さんを治すという仕祠
らって治されている面もあること、救えなえ
つてくれる患者さんが 1人でもいれば医者に
意識がなくても諦めないで治療をすること、
べきことなのだろうなと感じました。題名は
精神的にも肉体的にも辛い仕事だが、やリカ
と思いました。
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